
平成２４年度遠的大会 兼全日本遠的大会権予選 

 平成24年7月１５日（日）小瀬武道館弓道場 
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全国大会関係派遣選手報告 

全日本弓道選手権大会出場選手 

男子 佐野辰巳 教士七段（南部） 

   芦沢茂幸 教士六段（笛吹） 

女子 佐野弥生 錬士五段（甲府） 

関東選抜選手権大会出場選手 

有段者の部（５名） 

 渡邊幸太 五段（吉田） 桑原 良 五段（吉田） 

 上条剛央 四段（上野原）羽田穂高 参段（吉田） 

 根津里美 参段（笛吹） 

称号者の部（５名） 

 深沢武重  教士六段（南ア） 

 綿奈部博史 錬士六段（甲府） 

 京ヶ島俊人 錬士六段（教職員） 

 若杉年久  錬士六段（笛吹） 

 佐野弥生  錬士五段（甲府） 

第６３回全日本弓道遠的選手権大会出場選手 

男子 （２名）山下弘行 五段（山梨）大野晃史 五

段（南ア）  女子 （２名） 

大野陽子 五段（南ア）梶原久美子 五段（笛吹） 

第６７回国民体育大会関東ブロック派遣選手 

成年男子①上条剛央（上野原）②羽田穂高（吉田） 

③中澤国弘（甲府） 

成年女子①小泉茜（笛吹）②河西映里（南ア） 

③根津里美（笛吹） 

少年男子①山崎大貴（吉田２年）②青柳裕太郎（甲

府商業２年③谷戸克也（北壮２年） 

少年女子①宮下玲奈（富士北稜３年）②望月祐奈（巨

摩３年）③加藤葵（甲府商業３年） 

 第４８回全日本女子弓道大会 

（東日本の部）に参加して                         

女子部長 標 衣枝 

表記大会が去る６月３日 群馬県総合スポーツセン

ターの県立弓道場で開催されました。敷地面積は関東

一と言われるほどの、広くて立派な道場でした。 

参加人数は６０４名ということで、早朝より関東から

北海道まで選手が続々と集まり 

弓道衣姿の女性全員で迎えた開会式の光景は壮観であ

りました。 

 来年第４９回大会は、山梨県で行われることになっ

ています。山梨県からは２５名の参加者でした。この

２５名の人たちは、来年にそなえて選手の他、視察を

兼ねて参加して頂きました。全員がそれぞれの持ち場

の見学に、本当に真剣に取り組んでおりました。実際

に運営する立場で視察すると、６００人の運行を、時

間の間や、行射の流れなど、スムーズに配慮すること

の大変さを、改めて認識致しました。 

 山梨県では、会場の都合も加味したうえで、来年２

５年５月１９日を予定しております。県下女子の参加

はもちろん、一般の方々、教職員の先生方、大勢の皆

様のご協力を一重にお願い申し上げるところでござい

ます。女子部一丸となって取り組む所存ですので、よ

ろしくお願いいたします。 

 特に女子の方で大会にお手伝いできる方は、女子部

長迄お申し出ください。 

＊４８回大会の山梨県の入賞者  

 ３段の部 第５位 小泉 茜（笛吹市）  

 ４ 射 ３ 中  （ ２ ０ 人 の 競 射 に よ る ）                         

明治天皇100年祭 明治天皇御生誕160年記念  

第11回明治神宮崇敬会全国弓道大会 

平成24年7月22日(日) 

山梨県代表 一チーム 桑原 良・小俣太一・佐野辰

巳の三選手が参加した、当日神宮の会場に集合し始め

て顔を合わせ、この大会に初参加の為気合を入れた、

全選手が揃って九時本殿にて神社参拝してから開会式

を行い、十時より試合が開始された、団体戦は全国か

ら七十五団体が参加した、一回戦は各自一手二回、上

位十六チームが選ばれる、二回戦以降は一手一回の的

山 弓 連平成２４年 ８月 

順位 氏名 学校名 段位 的中数
優勝 保坂奈津美 甲府第一 7
２位 石崎知矢 巨摩 5
３位 宮下玲奈 富士北麓 4

順位 氏名 支部名 段位 的中数
優勝 山下弘行 山梨市 五 7 ○
２位 小泉　茜 笛吹市 三 7 ×
３位 上条剛央 上野原市 四 6

順位 氏名 支部名 段位 的中数
優勝 柳本武彦 甲斐市 錬士五段 4
２位 佐野辰巳 南部町 教士七段 2
３位 菊池俊彦 教職員 教士六段 2

（２位３位遠近競射２中者３名）

高校の部

称号者の部

遠
近

射
詰

有段者の部



中制八チームが選出される、三回戦は的中上位四チー

ムにより順位決定戦が行われる方法で、これからの順

位選考は少し変り同点の場合は三人団体の合計年齢の

高い方が上位進出する方法で大会を盛り上げた。 

山梨県チームの場合一回戦は 12射 10中で山梨はトッ

プ通過し、二回戦十六チームの仲間入りを果たした、

二回戦は上位八チーム一手で的中以上から３回戦に進

む、山梨は 4中で通過し三回戦に進んだが、三回戦準

決勝では上位八チームで厳しい対戦となりプレッシャ

アが重なり山梨は 2中で決勝戦には駒を進める事が出

来なかった。 

個人戦は三部門に別れて実施され、各自一手二回で 3

中以上が決勝射詰めとなる。三段以下・四段五段・称

号者と分かれそれぞれが技を競った、四五段の部では

桑原選手が予選四中で決勝射詰を果したが一手で予選

落ちし、称号の部では 100名近い選手の中で、佐野選

手が四中で決勝に駒を進め射詰競射となり、一手的中

し次の一本で欲しくも上位には進めなかった。 

大会の表彰には団体賞・個人賞・敢闘賞・特別射道優

秀賞・高齢者賞等の賞状・メタル・並びに副賞弓具製

品が入賞者の全員に数多く送られた、その中で佐野辰

巳(教士七段)選手が特別射道優秀者として賞状・盾・

記念品が授与され山梨の名を轟かせた、目出度い事で

ある。 

大会を通して、親睦を深める大会の中でも入場前の執

弓の姿勢から入場する、全員の歩行と本座に坐る息合

いと呼吸、射位での基本動作と、射法八節は出来るの

ではなく、流れるように会と離れでの中で伸び合いを

充実させ、更に左右の手先だけでなく体全身での縦横

の伸び合いが、残心に繋がるように努力しようと心得

ながら行射に専念する事の難しさを知る事が出来た、

全体では目に心の動きが現れないよう、的中を目標に

するには的は敵ではなく、言って見れば自分の心かも

しれない、弓を射終わって、退場する動作も何時も注

意される神前に対する、誠を尽す礼が肝要であること

も、この大会を通して学ぶことが出来た。 

このような大会には、挙って参加し楽しい一日を過ご

すのも良いと思います。（佐野辰巳教士七段） 

平成２４年度全日本少年少女武道（弓道） 

錬成大会の報告 

 ７月２１日（土）日本武道館（東京）で、弓道の錬

成大会が開催されました。全国から男子１５５組、女

子１２９組の参加でした。石和町弓道スポーツ少年団

は、小学生から練習してきた、中学１年生の女子チー

ム（斉藤りょう・丸山りな・小澤ゆみ・清水あこ）が

参加しました。 

予選は立射３人団体１２射６中で通過できますが、石

和町スポ少組は「７中」で通過し、決勝戦に望みまし

た。決勝戦に残ったのは１４組で、３人団体坐射の１

２射を行い、石和スポ少組は、「５中」でした。 

そこで、同じ５中が５団体あったため、競射となりま

した。競射は３人それぞれが一手（２本）６射行い、

石和スポ少組は「１中」し、みごとベスト８の「敢闘

賞」をいただきました。 

ちなみに表彰は、優秀賞（２組）、優良賞（２組）、敢

闘賞（４組）です。全国から参加している選手たちは、

ほとんどが２・３年生ですので、１年生である石和町

スポ少の選手たちは、よくがんばったと思います。 

バスに相乗りさせていただいた、御坂町スポ少の皆様

ありがとうございました。また、ご協力・ご支援して

いただいた関係する皆様ありがとうございました。こ

れからもよろしくお願い致します。 

平成 ２４年 ７月 ２２日 

石和町弓道スポーツ少年団 団長 古屋二三男 

 第２１回甲府市長杯争奪県下弓道大会 

会場・甲府市立青葉弓道場 

平成２４年６月１０日（日）天候 晴れ 

開会 午前９時 閉会 午後３時３０分 

 恒例の県下弓道大会は、県下一円の弓道愛好家と甲

府市内の高校弓道部の生徒、甲府支部員も含め合計百

三十名余りの大きい大会となり、開会式には、甲府市

体育協会の専務理事末木氏をお迎えして、満員の射場

で激励の挨拶を頂きました。天候にも恵まれ、その名

も青葉弓道場のケヤキに囲まれ、清々しい環境の中で、

参加者は存分に弓を楽しまれたのではないかと主催者

は思っております。 

成績・高校の部団体 

優勝・甲府東高校Ｄ（尾崎、若林、飯島）②甲府第一

高校Ｂ（先崎、青嶋、植田）③甲府東高校Ｂ（山口、

望月、紅谷） 

高校個人の部 

優勝・若林里奈（甲府東）②萩原光希（甲府工業）③

小澤大（甲府第一）④植田慶（甲府第一）⑤赤澤木の

実（甲府第一） 

一般の部団体 

優勝・笛吹市Ａ（藤原、坂牧、齋藤）②中央市（青嶋、

渡辺、上田）③富士吉田Ａ（羽田、桑原、渡辺）④富

士吉田Ｃ（曾根、小山田、舟久保）⑤甲府Ａ（中太、

豊田、中澤）  

一般の部個人 優勝・坂牧雅夫（笛吹市）②渡辺洋（中

央市）③中澤国弘（甲府）④羽田穂高（富士吉田）⑤

岩崎博（大月市）⑥伏見康孝（都留市）⑦齋藤勝利（富

士吉田）⑧小泉茜（笛吹市）⑨大森勇志（南ア市）⑩

大野陽子（南ア市） 


